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８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する

事業に関する事項 

【１】 公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性 

（１）現状分析 

本市における市民の移動手段は、自家用車への依存度が非常に高く、鉄道や路線バスなどの

公共交通の利用者は、近年、減少傾向にある。特に、路線バスについては便数の減少や路線の

廃止に伴い、利便性が低下している。 

しかし、高齢者や学生など自動車を運転できない市民にとって、公共交通は日常生活に不可

欠な移動手段であるとともに、交通渋滞の緩和や環境負荷の低減にも有効な手段であること

から、市街地の活性化を目的としたまちづくり活性化バス「キララちゃん」や、高齢者の外出

支援を目的としたデマンド型福祉交通「のりあいタクシー土浦」を運行している。 

今後、さらなる少子高齢化が予想される中においては、ネットワークとしての公共交通の存

在が重要になってくることから、どのようにこれら公共交通を維持していくかが課題である。 

 

（２）公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性 

市役所や新図書館等の公共公益施設の立地や周辺道路の環境変化により、土浦駅周辺の交

通量は増加傾向にあり、時間帯による渋滞発生も問題となっている。そのため、土浦駅西口駅

前広場や土浦駅北通り線の改修、土浦駅西口のペデストリアンデッキの整備により、利用者の

利便性は向上しているものの、中心市街地の交通結節点としてのさらなる機能強化とアクセ

ス性の向上、バスや鉄道の利用促進を図ることが大きな課題であり、誰もが利用できる公共交

通機関の利便性の増進を図る必要がある。 

 

（３）フォローアップの考え方  

基本計画に位置付けした事業等の進捗状況について適時確認を行い、目標指標への効果を

意識しながら、状況に応じて事業の進捗のための措置を講じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 142 

【２】 具体的事業の内容 

（1）法に定める特別の措置に関連する事業 

該当なし 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する

事業 

該当なし 

 

（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に

関連する事業 

該当なし 

 

（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

中心市街地の活性化を 

実現するための 

位置付け及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他 

の事項 

№ 66【事業名】 

公共交通特定事

業 

【内 容】 

ノンステップバ

ス導入の推進・

低 床 バ ス の 路

線・時刻固定・職

員に対する研修

や教育・訓練等 

【実施時期】 

平成 22 年度～ 

 

バス事業

者・土浦市 

バリアフリー基本構想、バリアフ

リー特定事業計画に基づき、総合

的・連続的なバリアフリー化を推進

し、すべての人が安全で快適に暮ら

せるまちづくりを目指す。 

高齢者や障がい者など、誰もが乗

降しやすいノンステップバスの導

入の推進や低床バスの路線・時刻固

定の推進、バス乗り場における低床

バスの運行情報の表示並びに運転

手等に対する研修や教育・訓練の実

施等により、中心市街地にアクセス

する路線バスの利便性の向上を図

る。 

バスの利用促進に資する本事業

は、まちに来る人を増やすことを目

標とする中心市街地の活性化に資

する事業である。 

◆支援措置 

地域公共交通

確保維持改善

事業費補助金

（地域公共交

通バリア解消

促進等事業）

／らくらく乗

り降りバス普

及促進事業費

補助金 

◆実施時期 

令和元年度～ 

 

№ 67【事業名】 

まちづくり活性

化バス運行支援

事業 

【内 容】 

中心市街地の活

NPO 法 人

まちづく

り活性化

土浦 

まちなか移動の利便性や来街機

能・集客力アップを図るなど、中心

市街地の活性化を最大の目的とし

て運行するまちづくり活性化バス

「キララちゃん」の運行支援を行

う。 

◆支援措置 

地域公共交通

確保維持改善

事業 

◆実施時期 

令和元年度～ 
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性化を最大の目

的として運行す

るまちづくり活

性化バス「キラ

ラちゃん」への

運行支援 

【実施時期】 

平成 16 年度～ 

本事業は、来街者の増加を目標と

する中心市街地の活性化に資する

事業である。 

 

 

（4）国の支援がないその他の事業 

事業名、内容 

及び実施時期 
実施主体 

中心市街地の活性化を 

実現するための 

位置付け及び必要性 

国以外の 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他 

の事項 

№ 68【事業名】 

高齢者移送サー

ビス利用助成事

業 

【内 容】 

デマンド型福祉 

交通による高齢 

者の社会参加や 

通院等の移動支

援 

【実施時期】 

平成 20 年度～ 

土浦市・土

浦 地 区 タ

ク シ ー 協

同組合 

デマンド型福祉交通「のりあい

タクシー土浦」の利用者に対する

年会費の一部助成（運転免許証返

納者は 1 回のみ年会費全額助成）

を通して、高齢者の社会参加や通

院等の移動を支援し、高齢者福祉

の向上を図る。 

高齢者の外出機会を支援する本

事業は、まちに来る人を増やすこ

とを目標とする中心市街地の活性

化に資する事業である。 

◆支援措置 

該当なし 

◆実施時期 

  ― 

 

№ 69【事業名】 

土浦市重度障が

い者福祉タクシ

ー料金助成事業 

【内 容】 

在宅の重度障が

い者が医療機関

等への往復に要

するタクシー料

金の一部を助成

し、在宅の重度

障がい者の福祉

の増進を図る。 

【実施時期】 

昭和 59 年～ 

土浦市 タクシー利用料金の一部助成

（※）をすることにより、車の運転

や歩行が困難な重度障がい者にと

って、行動範囲の拡大を促し、福祉

の向上を図る。 

障がい者の社会参加を支援する

本事業は、まちに来る人を増やす

ことを目標とする中心市街地活性

化に資する事業である。 

 

※医療機関等への往復に要するタ

クシー料金とし、その額は、1回の

乗車につき 1,000 円を限度。500 円

助成券(1 枚当り)を年間最大 50 枚

交付。 

◆支援措置 

該当なし 

◆実施時期 

  ― 
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№ 70【事業名】 

まちづくり活性

化バス利用促進

事業 

【内 容】 

地域通貨の浸透

に向けた取組 

【実施時期】 

平成 16 年度～ 

NPO 法人ま

ち づ く り

活 性 化 土

浦 

地域通貨「キララ」（まちづくり活

性化バス「キララちゃん」を利用

し、協賛店において 1,000 円以上

の買い物をすると 1枚（100 円券）

もらえる。）の取組を広く浸透させ

ることを目指すとともに、協賛店

等を増やすことで、まち全体で活

性化を目指す機運醸成に努める。 

本事業は、来訪者の増加を目標と

する中心市街地の活性化に資する

事業である。 

◆支援措置 

該当なし 

◆実施時期 

  ― 
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4 から 8 までに掲げる事業及び措置の実施箇所 

 

 

 

 

 

 


